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静 岡 市 

日本最大級の“おでんの祭典” 

第 10回 静岡おでんフェア 2016 開催 
～過去最大の全国12地域からご当地おでんがやってきます～ 

開催日：2016 年 3月 11 日（金）、12 日（土）、13 日（日） 

開催場所：静岡市葵区役所前 青葉シンボルロード 
 

静岡市では、日本最大級のおでんの祭典「第 10 回 静岡おでんフェア 2016」を、3/11（金）・

12（土）・13（日）の 3 日間、静岡市葵区役所前 青葉シンボルロードにて開催いたします。 

期間中、静岡おでんの屋台 25 店が集まるだけでなく、全国 12 地域からも出店いたします。 

地域の風土を色濃く反映したご当地おでんをきっかけに、地域の食文化に関心を抱いて欲しい

という目的で始まり、今年で１０回目を迎えます。動員数は、2014 年に 14 万人、2015 年に

は 22 万 4 千人を記録しました。参加地域も、2014 年は全国 5 地域、2015 年は全国 9 地域か

らの参加で、年々参加地域が拡大しています。 

この機会に、各店自慢のおでんを食べ比べてください。 
 

◆おでんのまちで、日本最大級の“おでんの祭典” 

真っ黒なスープに、黒はんぺんが入り、ダシ粉をかけて食べるのが特徴的な静岡おでん。その

ルーツは大正時代にまでさかのぼり、当時廃棄処分されていた牛すじや豚モツを、煮込み料理の

材料としたことにはじまると言われています。また、由比や焼津などの日本有数の漁港があり、

練り製品の産地でもあることから、黒はんぺんなどの練り製品がおでんの具に使われるように

なり、日本随一の“おでんのまち”を育んできました。 

戦後は、市役所前の青葉公園には約 200 台ものおでん屋台が軒を連ね、現在は、青葉おでん

街などに移転しましたが、かわらず地元民、観光客でにぎわっています。静岡市では、駄菓子屋

にもおでんがあり、大人から子どもまで親しまれ、文字通り静岡市民のソウルフードです。 
 

◆第3回全国おでん・地酒サミット同時開催 

今年は、静岡市で初めて「全国おでん・地酒サミット」を開催します。北海道、青森、陸前高

田、石巻、金沢、若狭小浜、豊橋、舞鶴、姫路、松江、長州、沖縄（全 12 地域）からご当地お

でんと地酒がやってきます。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

   

【昨年の「静岡おでんフェア 2015」開催風景】 【地酒サミットイメージ】 

http://www.tm-office.co.jp/


「第 10 回 静岡おでんフェア 2016」 概要 
 

◆日  時 2016 年 3 月 11 日（金） 16：00～19：00（一部 21：00 まで） 

          3 月 12 日（土） 10：00～19：00（一部 21：00 まで） 

          3 月 13 日（日） 10：00～18：00 
 

◆会  場 静岡市葵区役所前 青葉シンボルロード 

      【葵区役所住所】〒420-8602 静岡県静岡市葵区追手町５−１ 

 

◆アクセス ＪＲ静岡駅から徒歩約 10 分 

静鉄電車「新静岡駅」より徒歩約 7 分 

静鉄ジャストラインバス「県庁・静岡市役所葵区役所」下車徒歩約 3 分 
 

◆入場料金 無料 ※但し、商品購入代は必要となります。 

 

◆公式 URL http://odenfair.com/ 

 

◆問 合 せ 静岡おでんフェア実行委員会 TEL：080-9117-0439 

 

ご当地おでんの紹介（一部） 

 

≪当リリースに関するお問い合わせは、下記までお願いします≫ 

静岡市 シティプロモーション課  萩原・藤澤 TEL：054-221-1219 

株式会社ＴＭオフィス       藤本・密
みつ

城
き

 TEL：03-5288-7280（東京） 

                     TEL：06-6231-4426（大阪） 

 

 
 

黒いスープに、串に刺さった黒はんぺんや牛すじが入り、青のり、だし粉を

かけて食べる静岡おでん。 

そのルーツは大正時代で、戦後になると静岡市役所前の青葉公園に約 200 台

ものおでん屋が軒を連ねていたと言われています。 

静岡では、駄菓子屋にもおでんがあり、子どもたちのおやつがわりになって

います。 

金沢おでんは昆布をベース

にあっさりとした出汁と 

大きな車麩が特徴です。 

和風ベースの「癒しの白」と

トマトベースの「情熱の赤」

があり、どちらも鯖しょうゆ

でスープを作り、鯖きんちゃ

くが具材を引き立てます。 

  

青森と言えば、生姜味噌

おでん。戦後闇市の屋台

が、青森連絡船の客の体

を温めようと味噌だれに

生姜を混ぜたのが始まり

だとか。 

宮城の名産牛タンがたっぷり

入ったつくねをはじめ、厳選

した具材をかつお節、昆布等

の天然素材だけで作ったスー

プで仕上げています。 

【静岡おでん】 

【金沢おでん】 【若狭小浜 鯖おでん】 

【青森おでん】 【石巻 絆おでん】 


